
令和5年3月25日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：協働的な活動を取り入れたと全教員が回答した。

3:：９０％以上の教員が回答した。

２：８０％以上の教員が回答した。

１：７０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：児童が自己肯定感を高めるための関わりや取組を
工夫したと全教員が回答した。

3:：９０％以上の教員が回答した。

２：８０％以上の教員が回答した。

１：７０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が意義を理解して行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
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進

Ｃ

Ａ
４：
80％
以上

Ｄ

B

Ａ・Ｂ評価の合計は、
89.6％であった。令和３年
度から取り入れているラン
ニングタイムの改善や、持
久走記録会を実施等が、
児童の意識向上に効果が
あったと考えられる。
これらについては継続して
取り組み、一層の体力向
上を図る。さらに、そこで
の児童の取組の様子を、
適宜保護者に情報発信し
ていく。

0

・最近学校に訪問する機会が増え、先生方ともあい
さつしますが、先生方の顔がにこやかでないときが
多く感じられます。大変なのだと思いますが、校長先
生のように、にこやかに対応してほしいと思いまし
た。子ども達は、見ていると思います。

・学区内において、登下校の際、児童に声をかける
よう心がけています。

・親が外国人であったり、日本語が通じにくかったり
する家庭もあるようです。地域でのお祭りやイベント
等で親しくなって、いろいろと話したり、楽しんだりで
きるようになるとよいですね。

・一部の保護者から、不安な意見が出ているようで
すが、すべての保護者を納得させるのは難しいの
で、一つ一つ丁寧に対応していくことが重要かと思い
ました。

・学校評価に関わるアンケート結果を今回いただい
たのは、すごく参考になり、ありがたいことと思った。
相生でも学校内の情報をたくさん発信していただき
たい。コロナが落ち着いた際には、地域も参加できる
行事を設けてもらいたい。

2

Ｃ

Ｄ

Ａ

0

(保)　「学校は、
基礎基本の学

力の定着に努め
ている」に対す

るＡ・Ｂ評価の合
計

0

0

3

Ｂ

３：
70％
以上

２：
60％
以上

１：
６０%
未満

４：
80％
以上

３：
70％
以上

２：
60％
以上

(保)「学校は教
育活動の積極
的な情報発信を
行っている」の
項目に対する
Ａ・Ｂ評価の合
計

１：
60％
未満

保)「学校は児童
理解に努め、個
に応じた指導を
している」の項
目に対するＡ・Ｂ
評価の合計

(保) 「学校は児
童の体力向上、
健康増進を目指
した取り組みを
行っている」に
対するＡ・Ｂ評価
の合計

３：
70％
以上

４：
80％
以上

目標に対する成果指標

２：
60％
以上

４：
80％
以上

0

4

0

１：
60％
未満

Ｄ 0

4

0

3

2

学校関係者記入欄　【回答数５】

2

3

3

2

Ａ

Ｄ

令和４年度　大田区立相生小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希
望に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

開校は大正15年、今年で97年目を迎える歴史と伝統のある学校である。学級数１２、児童数299名である。
本校の特色
　〇健康でたくましい心と体の育成を目指して、体育の授業改善や体育的活動（①放課後ランニングタイムの設定、体力向上週間における運動奨励など）の充実を通して児童の体力向上及び教員の指導力を高めていく。
　〇確かな学力の向上を目指して、①年間２回以上の相生小学習定着度調査の実施、②日常的なスピーチ活動の推奨③学年別少人数放課後補習日の設定及び家庭と連携した参加要請等に取り組み、基礎・基本の確実な定着、読解力、コミュニケーション能力の向上及び教員の指導力の向上を
目指す。
　○豊かな心の育成に向けて、教職員の指導の共通化を図るために、あいおいの子（学習・生活における主な約束事）を基に、全学年・全学級で規範意識や人権意識を向上させる学習や活動を行うことで、児童が安全・安心で、落ち着いた学校生活が送れるようにする。

児)自己評価に
関わる項目に対
するＡ・Ｂ評価の

合計

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を目
指します。ま
た、相互の連
携を深め、子
どもを育てる
仕組みを作り
ます。

4

３：
70％
以上

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

Ａ・Ｂ評価の合計は81.5％
であった。国語科における
書き初め指導や総合的な
時間でのゲストティーチャ
-を、学校支援地域本部を
通じて招へいしたことや、
学びポケット保護者機能
を活用したこと等に、効果
があったものと考えられ
る。
学校ホームページの充実
など、引き続き改善を図
り、今後も家庭や地域の
教育資源を有効に活用し
た教育活動を展開してい
く。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践す
る。

B

3
児童面談や各種調査等により、児童理解を
深めるとともに、配慮を要する児童には保
護者面談を実施するなど連携を深める。

2

4

２：
60％
以上

１：
60％
未満

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校の
きまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

２：
60％
以上

４：
80％
以上

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

主体的・対話的で深い学びを推進するため
に、各教科・総合的な学習の時間を通して、
問題解決的な学習に取り組んでいる。

１：
60％
未満

4

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人
ひとりの学習のつまずきや学習方法につい
て、指導する。

4

3

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

2

3

各教科等の学習に、協働的な活動を取り入
れることにより、仲間と協力したり、相手を
尊敬したりする態度を醸成する。

3

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力
向上と良質な
教育環境をつ
くります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

副担任制や学年内交換授業を活用し、複
数の教員で個々の児童を指導、観察するこ
とで、児童が安心して学校生活を送れるよ
うにする。

ランニングタイムなど、体力向上のための
取組の意義を理解し実施する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

4

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上をめ
ざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

心の教育１学級１取組等により、児童が活
躍できる場を設けたり、児童のよさを認めた
りして、自己肯定感を高める取組を工夫す
る。

4

・学習意欲は個人差があるので、先生方
ができたといえば、そうだと思います。

・英語は初めが重要です。苦手意識をな
くすのは大切ですね。また、楽しいと思う
ことが大切。上達に大きくかかわると思
われるので。

・アンケートから、授業が理解できた割合
が高いことは、素晴らしいと思う。補習の
効果も出ているのかと思う。

Ａ・Ｂ評価の合計は90.4%
であった。学習カルテに基
づく指導・支援や、授業改
善プランを活用した授業
改善等に効果があったも
のと考えられる。
ステップ学習チェックシー
トについては、その作成や
活用の効率化を図ること
で、児童及び保護者への
情報提供の活性化を図
る。

2

3

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

・自己肯定感を高めるのは、親がポイントだ
と思っています。子どものころ、褒めてもら
えた親がどれだけいるかわかりませんが、
先生方は、親をほめてあげほしいと思いま
した。

・高学年になってくると友人関係で悩んだり
することもあると思います。そのようなことで
先生に相談できる子は少ないと思います。
話すことで、安心できるとなればよいと思い
ます。

・保護者アンケートの「学校は体罰やいじめ
等、児童のかかえる様々な問題を見逃さ
ず、悩みや相談に応じるなどの対応をして
いる」について、分からないと回答している
保護者は、悩みを抱えたことがない保護者
の回答なのか、そうではないのか、疑問に
思うところである。

・自己肯定感が低学年から中・高学年にな
るにつれて低くなるのは残念なことである。
外国の子ども達と比べると、日本人は低い
と言われているが、地道な取組が必要だと
思う。

・ランニングタイムはとても良いと思います。これも好き嫌
いはあると思いますが、結果的に体力がついたことを感じ
ることができるのではないかと思いました。

・室内でゲーム等していることが多い時期、外で体を動か
すことはよいと思います。

・運動については、コロナ禍で運動不足になったり、競技
をしないとスポーツの楽しみが薄れたりすると思います。
身体を鍛えるだけではなくて、ルールやプロの技・体の使
い方を見たり考えたりすることも必要だと思います。

・コロナ禍で運動不足が増えている中、80％の児童がたく
さん走れたと回答している。ランニングタイムは、とても良
い試みだと感じる。

・たくさんの児童がランニングタイムに参加し、最初の頃
より走ることができるようになったのは、効果の表れだと
思う。

・共働きの家庭や単身家庭も多くなり、各家
庭へ学校内や授業のことなどの情報が伝
わりにくくなっているのでは？と思います。
個々に情報を発信するのは大変時間のか
かることだなと思います。SNSの活用は、ど
のように？

・おおむね、良好だと思います。

・担任を一時交代するなど、新しい試みが
楽しみである。

3

3

3

3

3

4

4

4

4

Ａ・Ｂ評価の合計は86.6％
であった。
令和４年度及び５年度の
校内研究として、児童の
自己及び他者へのはたら
きかけに関する研究の成
果がみられたものと考えら
れる。
引き続き校内研究及び
OJTの充実を図る。またそ
の際、そこでの児童の取
組の様子を、適宜保護者
に情報発信していく。

３：
70％
以上

２：
60％
以上

１：
60％
未満

3

4

3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

4

「自分にはよいところがあ
る」と肯定的に捉えている
児童の割合は、69.6％で
あった。
「分からないことを教師に
質問できたか」や「難しい
ことに挑戦できたか」と
いった設問に対する否定
的な回答をした児童の割
合が、特に中学年・高学
年において顕著に高い結
果が見られた。
発達段階に見合った課題
や問題を設定し、成功体
験を味わわせるための支
援を充実させることで、改
善を図っていく。
また、エールウィークでの
取組を活用し、低学年のう
ちから、自分や友達のよさ
や可能性を認め合える経
験を味わわせていく。

4

3

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

0
体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社会
の変化にしな
やかに対応
する子どもの
力と自信を身
に付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成
等を図っている。

4

(保)
「学校は丁寧
で、指導・分かり
やすい授業に努
めている」に対
するＡ・Ｂ評価の
合計

４：
85%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

Ａ・Ｂ評価の合計は、
88.8％であった。教員の
ICTを活用した授業の実施
等に効果があったものと
考えられる。
今後も引き続き、ＩＣＴ機器
を活用した授業や外国語
活動、話し合い活動などを
学校公開において計画的
に実施するとともに、情報
提供を適宜行い、保護者
の理解を図っていく。

Ａ 5

・子ども達は、スマホやタブレットなどをよく
使いこなしている。そういう意味では、コミュ
ニケーション能力、情報活用能力は優れて
いると思う。これからのIT社会には必要なこ
とと思うが、SNSの使用の仕方など、強化す
る必要もあると思う。

・おおむね先生との良い関係が構築されて
いると思います。

・頑張ったと感じる児童がたくさんおり、自分
の成長を感じる良い機会になっていると思
う。

・A・B評価の合計が９０%近くあり、アンケー
トから外国語の授業を楽しんでいることが
分かる。また、他者の話を最後まで聞いて
自分のことを話すのも、高い割合でできてい
る。他者を理解したり、尊重したりするため
にも、必要なことである。なかよし造形デー
では、グループで協力したり、自分のアイデ
アを友だちの前で述べたりする場面がみら
れた。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3

３：
70%
以上

Ｂ 0

Ｃ


